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研究キーワード 緑膿菌感染症、院内感染対策、医療事故防止

研 究 内 容 緑膿菌感染症の制御に関する研究
緑膿菌は環境に広く存在し、易感染宿主に対して重篤な感染症を呈する。緑膿菌は様々な抗菌薬に
対して自然耐性を示し、抗緑膿菌作用を有する抗菌薬に対しても獲得耐性を示す場合も多い。こう
したことから抗菌薬に依存しない緑膿菌感染症の制御は重要であり、その一つにワクチンが考えら
れている。私たちは緑膿菌線毛に着目し､ 線毛蛋白を用いたワクチンの可能性について研究を行っ
ている。緑膿菌線毛蛋白をマウスに経気道的に免疫することで、緑膿菌肺炎によるマウスの死亡を
抑制することを示した。また肺洗浄液中の抗緑膿菌線毛蛋白IgAやIgG抗体の上昇が致死抑制に重要
であることも明らかにした。線毛蛋白のペプチドワクチンやDNAワクチンの可能性について、検討
を行っている。

院内感染対策に関する調査・研究
新型コロナウイルスや薬剤耐性菌など院内で伝播、拡散する病原体は多く存在する。こうした病原
体が易感染宿主の多い院内で拡がると、入院患者の生命予後に大きく影響する。院内や地域レベル、
全国レベルでのサーベイランスを行い、様々な耐性菌などの病原体の検出状況のモニタリングを行っ
ている。さらに、検出された病原体の遺伝子レベルでの解析を行い、病原体の拡がりを調査し、そ
の感染防止策について検討を行っている。

医療事故防止に関する調査・研究
ヒューマンエラーは様々な場面で生じ、医療におけるエラーは重大な医療事故となる場合がある。
こうしたエラーを集積し、その防止策を検討している。さらに医療事故調査制度に基づく調査に参
加し、医療事故の発生要因や再発防止策の検討を実施している。

研 究 業 績・
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緑膿菌感染症をはじめとする各種感染症に関する基礎的、臨床的研究を行っている。
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